「環境倫理学と物語研究」　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉大学　吉永明弘

1．日本の環境倫理学
加藤尚武（1991）：自然の権利、世代間倫理、地球有限主義
鬼頭秀一（1996）：ローカルな環境倫理、ローカル・ノレッジ、自然と人間とのかかわり
今道友信（1990）：「技術連関」としての環境、対人倫理と対物倫理

２．環境倫理学の今後の展開
　「環境プラグマティズム」（1996）：現場や政策に影響を与える議論を　「具体化」
　身近な環境からはじめよう：Feel personally, act locally, think globally「自覚化」
　　　　　　　　　　　＊亀山（2006: 88）から、もとは高柳敦の発言。
　「環境」（environment）：主体をめぐり囲むもの（that which environs）、身のまわり
環境の種類：原野（wild）農村（rural）都市（urban）　　　Light（2001）
環境問題の種類：①汚染問題、②自然問題、③アメニティ問題　　寺西（2000）

３．人間主義地理学と風土論
イーフー・トゥアン（1974=1992、1977=1993）：トポフィリア、場所に対する愛着
エドワード・レルフ（1976=1999）：
場所に対する「内側」の経験と「外側」の経験、本物の経験と偽物の経験、「没場所性」
オギュスタン・ベルク（1990=1994：167）：「環境整備の規範」①風土の客観的な歴史生態学的傾向、②風土に対してそこに根をおろす社会が抱いている感情、③その同じ社会が風土に付与する意味、これらを無視するような整備は拒否されるべきである。

３．最近の研究Ⅰ：「現場」での哲学者・倫理学者の役割　Light & de-Shalit（2003）
反照的均衡reflective equilibrium：理論と直観を往復させてバランスをとる
　　①私的な反照的均衡：哲学者の理論と直観
②文脈的な反照的均衡：哲学者の理論と現場の人々の直観
　　③公共的な反照的均衡：現場の人々の理論と現場の人々の直観

４．最近の研究Ⅱ：「自由」の再考、リスク論のアメニティ論への援用（資料）
①トップダウンのデザインと、②個々人の自由放任の両方を斥け、③当事者が価値づけられたデザインを複数提示し熟議することを提唱
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